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１．はじめに 

三沢海岸は青森県三沢市の東部、太平洋に面した砂浜海岸である。この海

岸では三沢漁港の防波堤の建設以来、その北側海浜において海岸侵食が急激

に進んだ。これを防ぐために、種々の対策が進められてきた。本研究では、

現地調査等により、海岸構造物周辺の地形変動特性を明らかにするとともに、

沿岸漂砂と岸沖漂砂の解明を目的としている。 

２．調査対象区域 

本研究の調査対象区間は、奥入瀬川河口から高瀬川放水路導流堤までの約

３０ｋｍの区間である（図－１）。この海岸は南から北への沿岸漂砂が卓越

し、南側ほどその傾向が強い。よって構造物の南側で堆積、北側で侵食が著

しく、このため海岸護岸、緩傾斜堤等で侵食に対処してきたが効果が見られ

ず、１９９２年からヘッドランド工の設置が始まった。 

３．空中写真による長期地形変動特性（写真－１）              図－１ 調査対象区域 

図－２は、１９８７年、２０００年の汀線位置を示した

もので、これより汀線の相対的な変化がわかる。 

①１９８７年当時からすると高瀬川放水路導流堤から約９

ｋｍ南のＢ９ヘッドランド工の海岸においては侵食が見ら

れる。この原因の 1 部は採砂の影響によるものである。し

かし、近年は前進、後退が繰り返されており、１９９４、

５年からみると、２０００年汀線は前進している。②ヘッ

ドランド工の設置前には、Ｂ１～Ｂ９ヘッドランド工周辺    

の海岸は侵食傾向にあった。しかし、ヘッドランド工の設     写真－１ 三沢海岸写真（2000/8/1） 

置により、それらの南側海域では汀線の前進が見られる。

ヘッドランド工は侵食を防止している。③横道海岸にお

ける汀線後退は停滞もしくは緩やかな進行に対し、三沢

海岸は全般的に汀線の後退が認められ侵食が進んでいる。

これは三沢海岸においてもヘッドランド工による侵食対

策を進める必要があることを示している。④横道海岸Ａ

１ヘッドランド工の南側では顕著な汀線前進が見られる。

現在、前進した範囲は約３００ｍである。 

４．沿岸漂砂量 

 図－３、４は汀線の前進、後退量から求めた沿岸漂砂    

量を表したグラフである。１９９４年から２０００年ま         図－２ １９８７年、２０００年の汀線位置 

での計算結果があるが、グラフにはそれぞれ変化の大きかった１９９５年、１９９７年、２０００年の沿岸漂砂 
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量（ｍ３/year）を表してある。沿岸漂砂は南から北

へと移動している。図－３は１９８７年を基準とし

た沿岸漂砂量を表している。三沢漁港の北側で漂砂

量が多いのがわかる。１９９５年には約４７万ｍ３

/year、１９９７年には約１８万ｍ３/year、２０００

年では約３０万ｍ３/yearとなっている。三沢漁港の

南側では１９９５年には約７万ｍ３/year、１９９７

年には約５万ｍ３/year、２０００年では約４万ｍ３

/yearとなっている。図－４は１９９４年を基準とし

た沿岸漂砂量を表している。三沢漁港の北側で漂砂          図－３ １９８７年を基準とした沿岸漂砂量 

量が多いのがわかる。１９９５年には約８０万ｍ３

/year、１９９７年には約４８万ｍ３/year、２０００

年では約２０万ｍ３/yearとなっている。三沢漁港の

南側では１９９５年には約６４万ｍ３/year、１９９

７年には約１０万ｍ３/year、２０００年では約８万

ｍ３/yearとなっている。この２つの図から、沿岸漂

砂量が年々減少していることがわかる。 

５．岸沖漂砂特性 

図－５にＢ１～Ｂ９ヘッドランド工南側海岸平均

汀線、図－６にＢ１～Ｂ９ヘッドランド工北側海岸          図－４ １９９４年を基準とした沿岸漂砂量 

平均汀線を示した。月に一度行われている現地調査

から季節による汀線前進、後退の周期的変動が現れ

ている。図－５より、各ヘッドランド工南側汀線は

５月に前進し、その後徐々に後退する１年周期の変

動とみられる。変動幅はおおよそ３０～４０mであ

る。図－６より、各ヘッドランド工北側汀線は５月

に前進し、その後急激な前進、後退をする１年周期

の変動とみられる。変動幅はおおよそ４０～６０m

である。各ヘッドランド工の北側が著しい前進、後

退をしているが、特に変動が大きいのがＢ７、Ｂ９          図－５ ヘッドランド工南側平均汀線 

ヘッドランド工北側である。Ｂ８ヘッドランド工が

２０００年３月に出来たばかりであることが理由と            

して考えられる。季節による汀線変動が起こること     

から、図－３、４の沿岸漂砂量の中には岸沖漂砂も

含まれていると考えられる。 

６．おわりに 

三沢海岸における沿岸漂砂量は、１９８７年、１

９９４年をそれぞれ基準にしたが、年々減少してい

ることがわかった。２０００年の沿岸漂砂量は１９

９５年と１９９７年の中間辺りである。各汀線は１          図－６ ヘッドランド工北側平均汀線 

年周期であり、季節による汀線変動が起こることから、岸沖漂砂の存在が認められる。 

＜参考文献＞ 平成１２年度 横道海岸高潮対策調査、平成１２年度 三沢海岸地形変動現地観測 
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